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腫療という不可逆性の異常増殖を示す病変のうちで癌
腫は宿主を破壊して増殖し，宿主の生きておる限り増殖
を還しくして宿主を舞して初めてその増殖がやむような
悪性を備えておるがこれを病理学的に見るとその程度に
いろいろの差のあることが剖検によって明らかにするこ
とができる。しかもこの悪性度の違いは原発巣のどこか
に現われておるはずで、ある。したがってこれを明らかに
すれば手術で原発巣を取り出せばそれによってその宿主
のその後の予後も推定できるし，また療法の進歩を促す
目標にもなる。
古くは独の Hansemann， また米国でもすでに 
Brodersその他の人々によってそれが試みられておる
がそれらによると癌細胞の分化の程度殊に角化形成に重
点、をおいて，その%で 4段階に分け，また核分裂，浸潤
度，基質の量などを基にして 3段階に分けられておるが
実際にあてはめて見ると必ずしも一致しない場合があ
る。
今日ここに述べる事柄は今から 30年前に癌研究所で
手術後 10年以上生存した癌(おもに胃癌)の症例を久
留勝博士から見せてもらってその組織像があまりに一致
しておるので、まず驚いたことから端緒を得た。ついで、千
葉大学において最近 20年間の外科の手術例で 10年以上
生存した癌(食道癌，胃癌)の症例を見る機会を得たが
その所見も 30年前に見た癌研究所の例と全く一致して
おることに再び驚いたことに第2の示唆を得た。すなわ
ち 10年以上生存する癌腫は病理形態学的に一定の病理
組織学的の特長を備えておることを知った。 10年以上
生きたということは転移などの悪性さが無い，全く限局
性のもので手術で全部癌組織が取り除かれたことを意味
しておる。
しかし一方に剖検例が教えるように癌腫にはそんなお
となしいものは少なく，転移などで死亡するのが大部分
である。そこで剖検例を精査して癌の一番厄介な転移の
有無によって分けて原発巣にそれを示す所見があるか否
かを確かめる必要を生じ，中野喜久男博士に剖検例で放
射線治療も外科治療も行なわない癌症例 60例について
転移の有無を精細に検査してもらったところが剖検時ま
でに転移を起こさない癌例は 60例中 3例で局所淋巴腺
に転移を起こしただけのものが 17例で残りの 40例は淋
巴腺のみならず全身のいろいろの臓器に転移を示してお
ることがわかった。そして転移を起こさなかった例の組
織像は 30年来，癌研究所および千葉大学で 10年以上生
存した例の組織像とよく一致しておることを知ったので
ある。
この 3つの資料を支えとして私は癌の悪性度に 3段階
をっくり，そのおのおのについての原発巣の特長を見き
わめようと試みた。 3段階というのは転移を起こさない
第 1度と淋巴行性転移，すなわち局所的転移を起こして
おる第 2度と広汎に淋巴腺ならびに各臓器に血行性転移
を起こしておる第 3度に分けて検討した。後に第 2度の
中には少数の血行性転移(直接の)を示すものも含ませ
る方が原発巣の組織像がよく一致することを知った。
さらに 1961年より 1965年にわたる千葉大学の剖検例 
127例について同様の調査を行なうと非転移例 8例，淋
巴腺または少数血行性転移例 21例，広汎な転移例 98例
となりほぼ中野博士の調査と似ておる。(第 I表参照)
そしてこの転移の有無および転移が限局性か蔓延性かに
分けて検査するとこの 3段階でそれぞれ特有な組織像が
第 l表 千葉大学病理学教室における剖検による
癌例臓器別表(1961年----1965年)
臓器別 例数|臓器別|例数l
42 十二指腸癌胃 癌 
31 胆 嚢 癌~TIi 癌 
10 虫 垂 癌醇 臓 癌 
10肝 癌 E思原性癌
6胆 管 癌 外尿道癌
5食 道 癌 高1 腎 腫
4結 腸 癌 舌 癌
4子 宮 癌 喉 頭 癌 
3 甲状腺癌~ß 巣 癌 
2 総 計 127例前立腺癌 
2 
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あることを見いだした。
なお検査していくうちに第 l度の癌は第2度，第 3度
と漸次時とともに移行してゆくと考える方が妥当で、ある
こ。Tことも矢口っ 
そしてこの悪性度組織像の分け方は日本病理学会の胃
癌組織分類委員会における異型度分類に応用されておる
のでその記事に従って「α，s，rJとして述べる。
第 l度，すなわち転移を見ない癌腫例におもに見られ
る浸潤度「α」では癌実質と基質(支持組織)とが比較
的規則的に配列増殖しておることである。これを切片標
本で見ると癌実質の幅がほぼ一定で，基質の幅もほぼ一
定で、交互に規則立って配列しておることである，これは
立体的にいえば癌実質はつながって増殖し，離れていな
い像で，離れていないくらいであるから転移もおきない
ことになる。
さらに今少し， くわしくいうと切片標本では癌実質は
先端の方は細いからまた実際には曲っておるからそこが
切れた部分は切片では癌実質の幅は細いがこのようなも
のは先端のみに見られ，かつだんだん細くなるはずであ
るからよく見れば離れておるものと区別ができる。
つまり癌実質の先端は幅が狭いがその他はほぼ幅が一
様であるのであだかも手をひろげたように増殖し，手指
の部分がその幅が一様で指先のみが細いのと似ておる。
次にその基質の中軸の部分に毛細血管がありそれを取
り巻き紡錘形の結合織細胞が束状に並んで増殖してお
る。横断面でもその構造がよく保たれておる。
この場合に幅の広いか狭いかよりもその幅が一様に広
いか一様に狭いことが特長で規則立っておることが特長
である。(模型図第 lα，写真第 l図，第 4図参照)
第2度すなわち局所的に淋巴腺転移または軽度の血行
性転移を示すのみの例のおもな特長としては浸潤度 
isJで切片標本を見ると第 l度に見られたような癌実
質の幅の広いもののほかに少数の癌細胞からなる不規則
な小さな癌実質塊が不規則に散在しておるものである。
この小さな癌実質塊の周囲では基質の幅は不規則で幅の
やや広い所とやや狭い所があり，そこの結合織細胞の配
列も平行していないで毛細血管のあり方も必ずしも中軸
のみにはない。
すなわち比較的幅の広い癌実質のほかに小さな癌細胞
群が混じておるもので，立体的にいえば癌の一部が原発
巣から離れて周囲にちらばり出したものである。(模型
図第 1s，写真第2図，第 5図参照)
第 3度の広汎に転移のある癌例のおもな特長は浸潤度 
irJで癌実質の幅が第 2度より更に不規則になり，大，
中，小，いろいろの幅の癌実質が不規則に混在し，その
周囲の基質の幅も大中小いろいろで相互の配列も乱れて
おる，また不規則な基質が所々で消失断裂して癌実質の
融合の像も混在し，実質と基質との相互関係の不規則性
が最も著明で癌細胞に接する毛細血管内皮細胞の崩壊も
著明なものである。したがってこの第3度の例に全身性
高度の転移が認められることはきわめて当然なことでそ
れが組織像から推定されるのである。(模型図第 1 r，写
真第 3図，第 6図参照)
かかる 3種類の段階は従来の形態学的の 3種の癌腫す
なわち扇平上皮癌，腺癌(円柱上皮癌，立方上皮癌)お
よび単純癌のいずれにも存する。このうちで単純癌は一
般に悪性度の最も強いものと考えられ，また剖検例にお
いてもそのとおりであるがしかしこの単純癌の中にも前
記の 3段階の区別が認められる，すなわち第 1度の転移
のない単純癌例では数は少ないが個々の癌細胞を取り巻
いておる基質の結合織線維の配列が規則立っており，癌
実質と基質の量的比例が一様に保たれておる。(模型図第 
2α，写真第 7図参照)また第 2度の限局性転移のある単
純癌ではこの癌実質細胞群と基質との比例がやや不規則
となり，所々に癌細胞の集まりが見られ基質の格子線維
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の分布が不規則である。(模型図第 2s，写真第8図参照〉
さらに第 3度の広汎に転移のある単純癌例では基質の結
合織線維の不規則な離断が見られ癌実質と基質との関係
がきわめて不規則となることを知った。(模型図第 2 r， 
写真第9図参照)
つまり単純癌が悪性なのは浸潤度「α」の組織像のも
のが少なく，浸潤度 irJのものが多いことにすぎない
ので単純癌そのものが悪性とはいえないことになる。
さてこの 3段階の癌腫の組織像について更に精査する
とその基質の結合組織に興味ある特長が区別されること
を見いだした。この変化は正常組織にはもちろん見られ
ないのみならず良性腫蕩(模型図第 3，写真第 10図)に
も見られないもので癌腫に特有の病変と考えられしかも 
3段階で質的に異なっておるのが特長である。
まず組織像「α」の癌例では癌実質に直接接触してお
る基質の 1，.2層の結合織細胞が崩壊し， 原形質は屑の
ようになって残存するも，核は濃縮，破砕されて残存
し，それに附着する格子線維または躍原線維の崩壊があ
る。また程度が軽いと核濃縮と原形質のエオジン濃染，
格子線維の凝着のような変化がある。また脂肪染色を施
すとしばしば癌細胞に接する結合織細胞および線維の脂
肪変性が見られる。しかしこれらの変化は基質の中軸の
結合織線維にはほとんど見られないのが特長である。
(模型図第 4，写真第 11図参照)
次に組織像 isJの癌例では「α」に見られた癌巣周
囲の基質の崩壊のほかに注目されることは基質の中軸に
存する毛細血管の外膜層の結合織細胞にも崩壊像がある
ことで，時によるとこの崩壊部に接して癌細胞が単独
に在することがしばしば見られる。また注意して見ると
癌巣に接する崩壊部と基質中軸の毛細血管外膜の崩壊部
模型図第 4 癌腫(浸潤度 α) の組織像
註癌細胞群(中央右)に接する基質の線維芽細胞
に崩壊像があり，基質中軸の毛細血管〈中央
左)の周閤の線維芽細胞には変性像を見ない。
実質と基質との不調和の初期の像である。
てその途中の組織も崩壊したものとも考えられる像であ
る。時によると癌細胞が直接毛細血管に接しており，後
者に変性像の見られることもある。
然し基質の中間層(即ち癌実質に接する層と毛細血管
を含む中軸層との中間層)は「α」と同様に紡錘形の結
合織細胞が平行して配列しておりここには崩壊像はほと
んど見られない。(模型図第 5，写真第 12，第 13図参照)
さらに組織像 irJの広決転移の癌例では rsJに見ら
れた変化のみならず基質の中間層にも崩壊がおよび癌巣
は直接に毛細血管壁と接触するようになり基質全層の崩
壊が起こっておる。またこの基質の崩壊消失により癌実
質巣が相互に融合する像も見られる。(模型図第 6，写
真第 14，第 15図参照)
かかる基質の変化は上述のごとく二種類に分けられ一
つは変性で他は壊死である。
しかもこの変化は癌巣の最外層の癌細胞に接する基質
模型図第 3 上皮性良性腫蕩の組織像。
註 上皮性実質細胞群と毛細血管(中央)との周囲
には線維芽細胞が増殖し，基質には変性崩壊の
像がない。
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模型図第 6 癌腫(浸潤度 r)の組織像。
註 癌巣ならびに基質の線維芽細胞の崩壊像が著明
で一部では基質はその全層が崩壊して断裂し，
それに伴う癌巣の接触融合が見られる。癌巣の
大さも大中小いろいろである。毛細血管壁の変
性も著明となる。
の結合織細胞に見られることに特長がある。
これと異なって癌巣の中心部において癌細胞が変性壊
死に陥ることはすでに成書に古くから述べられておるが
癌巣の周囲における基質の結合織細胞の変質(変性，壊
死)については今まで特に指摘されたまとまった報告は
なかったが私たちは数年来この変化について系統的に検
索しこれがいろいろの癌においてその増殖と密接な関係
があることを認め Mesenchymodystrophy (癌性間葉
異栄養)および Mesenchymol ysis (癌性間葉融解)と
して提唱しておる。
元来癌巣の周辺部は最も栄養の活発な所でその証拠に
はこの層が最も癌細胞の増殖が著明で御園生，飯田はそ
の実験的子宮癌において 3HThymidine取り込みの
実験を行なって癌細胞には Thymidine による銀頼
粒の沈着が著明であるがこれに接する結合織細胞には 
Thymidine取り込みによる銀頼粒が乏しいことを確か
めた(写真第 16，17，18，19図参照〉また林， 鈴村はそ
の結合織細胞にはその核の濃縮，変形とその原形質にお
ける脂肪変性ないし不規則な空胞変性が見られ，またそ
れより形成される格子線維の不規則な脂肪変性も見られ
ることを知った。(写真第 20，21，22，23，24，25，26，27， 
28，29，30図参照)
さらに高度の場合は核の崩壊物と原形質の残溢が残存
しておるのみで格子線維も離断されていわゆる基底膜の
粗開，消失が見られる。
そしてこれが変性にとどまらず壊死に陥っておること
の他の証明としてはその部分に組織球や白血球，プラス
マ細胞などが遊走しておることによって一種の吸収性修
復性炎症が起こっておることである。(写真第 1，3，5， 
6，9，13，15，18，26，32，33，41参照)
この崩壊細胞が基質の結合織細胞であって癌細胞でな
いという証拠はその崩壊物に接する癌細胞には変性像を
見ないのに反してその崩壊物に接する結合織細胞に脂肪
変性などの変性像があってこれが崩壊細胞に移行してお
ることである。
さらに電顕像で見るとなお明瞭で岩瀬，小林(尚)，大
津，木下らによれば原形質に Ribozom の豊富な， 核
膜に RNPの多量に密集しておる活発な癌細胞の基質
側ではいわゆる基底膜が所々断裂消失し，そこから癌細
胞の原形質が基質中に突出し，その突起の先端は基質の
結合織細胞の細胞膜に接着し，その部の結合織細胞の原
形質内の頼粒や組面小胞体の腫脹，変性， 原形質内の
脂肪滴の出現，さらに原形質全体が電子密度大となり， 
Organellaの不明瞭な結合織細胞が介在し， 細線維に
脂肪滴沈着の像が見られる。すなわち退行性変化の乏し
い癌細胞に接する基質の結合織細胞の変性濃縮像が確認
される。(写真第 31，32，33，34，35図参照)
また大津の研究によるとかかる癌細胞の原形質内，こ
とに核と基質側との閣の原形質内は頼粒に乏しく，大小
の小胞が集まり，ここには酸性 Cathepsin様酵素活性
が強陽性でこれに続く基質内への癌細胞原形質突起も同
様である。これは光学顕微鏡による組織像で原形質が淡
明にそまっておる所に相当し，電顕像でも頼粒乏しく，
小胞が多数に認められ，蛋白質分解による消化吸収期を
示唆する像と考えられる。(写真第 36，37，38，39，40図
参照〉
また興味あることは前癌状態と考えられる異型増殖
の上皮性細胞に接する基質の結合織細胞にも上述の 
Mesench ymod ystroph y の像の認められることであ
る。もちろんかかる変化のある部位の上皮性細胞にはそ
の原形質の塩基性染色性の増加や核の過染性などがあ
り，正常および良性腫虜の一般的性状と異なるものを認
めることができる，すなわちかかる増殖は徐々に悪性化
する途上の増殖と考えることができる。(写真第 41図参
照)
癌腫は一時に発生するものではなく長い前癌性変化の
結果発生すると考えることが一般常識である点から考え
るとこの基質の Mesenchymod ystrophyの部分的発
生はこの前癌性変化の一つの現われと考えることができ
る。
終わりに林によるとかかる 3段階の癌巣の基質には酵
素活性にも特長があり，組織像「α」では Alcianblue 
染色で示される酸性多糖類が癌実質に接する基質崩壊部
••• 
••• 
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第 2表 剖検例における癌原発巣の浸潤度とその転移との比較表
~竺|α ß
第 l 度
 
(非転移例)2 4 
 。4 
第 2 度
 
(局所性リンパ行性)
 。
LJ|18転移例 3 
第 2 度 .同
.同 5
(転局所性移血行性例) 。。 -肺癌癌の大脳転移移.肝の肺転
第 3 度
 
(広汎性リンパ行性)

及び血行性転移例 。 3 
4 (3例 25 (19例 98 (77.2%) 
の周囲の増殖しておる基質に限局的に著明に増量し，組
織像 isJでは基質全体に禰蔓性に柏減量し，組織像 irJ
ではこれが著しく減少しておる像を確かめた。
なお第 l表の 127例の癌例につき第 l度，第 2度，第 
3度と上述の「αJ，isJ，irJの組織像との比較をすると
第 1度のものの一部に isJのものがあり， 第2度の一
部のものに irJのものが見られることは第 1度より，
第 2度，第 2度より第 3度へ移行することが示唆され
る。(第 2表参照)
以上の所見を要約すると癌腫は正常組織や良性組織と
異なり，その癌細胞の増殖に伴い，これに接する基質の
結合織細胞の生存を不可能にする所見を示し，いわゆる 
Mesenchymodystrophy， ならびに Mesenchymolysis 
を起こす，これは悪性腫虜の特有な形態学的変化で蛋白
質分解吸収相に相当する変化でこれにより癌細胞の増殖
も可能となり，また基質崩壊による血行性転移が可能と
なる。
またこの変化は前癌性変化の場合にも散在性に現われ
始める。
次に癌腫はその悪性度から 3種に分けられ，組織像
「αJでは癌実質と基質との配分が規則的で癌組織は連
続的に増殖し， この場合は主として Mesenchymo圃 
dystrophyは癌巣に接する基質の周辺層にのみ認めら
れ，癌細胞に栄養を奪取されて基質細胞が崩壊すること
が考えられ，癌転移を示さない第 l度の悪性度のものに
大体相当する。 
次に組織像 isJでは一部に不規則な小癌巣が生じ，
基質もこの部分では不規則で，これは癌細胞が部分的離
脱を起こした像で局所淋巴腺ないし少数の血行性転移を
起こしうるものであって第 2度の悪性度のものにおもに
見られるが，一部では第 1度の悪性度であるが第 2度へ
移行しかけたものにも見られ前述の Mesenchymo-
dystrophyまたは Mesenchymolysis が癌巣接触部の
みならず基質の中軸の毛細血管周囲にも見られる。
また組織像 irJのものは癌巣の配列は最も不規則で
大中小の癌巣に対し不規則な基質の増殖とその崩壊によ
る癌巣の融合が起こり，上述の Mesenchymodystrophy 
も基質全層におよび転移の著しいことが肯定され第 3度
の悪性度の癌におもに見られ，一部では第 2度であるが
第 3度に移りつつあるものにも見られる。
したがってこれらの組織学的所見は癌の形態学的診断
ならびにその原発巣の 3段階の差による転移の程度が判
定され，癌の予後を示唆するものとして興味ある所見と
考えられる。
また癌の本質ことにその悪性度に関する組織化学的根
拠をうる上にこの所見は一つの手がかりとなると考えら
れる。
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写真説明
写真第  l図。食道癌(扇平上皮癌)。浸潤度  α。
岡O団0，53才合(二外 377-'51)
転移なし。 (28X，H. E.染色)
癌巣は規則的  lと配列し，実質と基質との幅もほぼ一定で，周囲の間質(下左)との境界も明ら
かである。基質の線維はほぼ束状に走る。また遊走細胞の浸j聞が見られる。
写真第  2図。食道癌(扇平上皮癌)。浸潤度戸。
大Oめ0，62才♀(二外 409-'59)
淋巴腺転移あり。 (28X，H. E.染色)
癌巣はやや不規則に配列し，実質と基質との幅もやや不規則で，大きな癌巣のほかに小さな癌
巣が不規則lζ離れておる。基質の中軸では線維の束が保たれているがその他では乱れておる。
写真第  3図。食道癌(扇平上皮癌)。浸潤度  y。
山O初O郎， 65才合(二外 344-'59)
遠隔臓器に転移あり  (70X，H. E.染色)
癌巣はきわめて不規則に配列し，実質と基質との幅は全く不規則で癌巣は大中小に不規則に離
れ，基質の中軸でも周辺でも線維の束状走行が乱れ離断されておる。また遊走細胞の浸潤が見
られる。
写真第  4図。直腸癌(腺癌)。浸潤度  α。
国O惣O郎， 77才合 (N.102-'58) 
転移なし。(75x，H. E.染色)
癌巣はほぼ規則的  l乙配列し，実質と基質との幅もほぼ一定で基質の線維はほぼ束状に走ってお
る。
写真第  5図。胆管癌(腺癌)。浸潤度  P。
近O治O郎， 66才合 (N.121-'58) 
淋巴腺転移あり。 (75X，H. E.染色)
癌巣はやや不規則に配列し，実質と基質との幅はやや不規則で，癌巣は一部l乙小さなものが不
規則に離れて配列し，基質の中軸では線維は束状に走っておる。また遊走細胞の浸潤も著しい。
写真第  6 図。胆嚢癌(腺癌)。浸潤度  r。
森O治， 78才念。 (N.9ー  '58)
遠隔臓器に転移あり  (75X，H.E.染色)
癌巣は全く不規則lζ配列し，実質と基質との幅は全く不規則で癌巣も大，中，小，いろいろに
不規則に離れており，基質の線維の走行は乱れて束状のものはほとんど認められない。遊走細
胞の浸潤も見られる。
写真第  7図。胃癌(単純癌)。浸潤度  α。
八O英0，41才合(二外 165-'53)
手術  12年後健在。(lOOx，H. E.染色〉
癌巣はほぼ規則的に配列し，癌巣の幅はほぼ一定し，基質の分布も規則的でその幅にも規則性
が保たれておる。
写真第  8図。胃癌(硬性単純癌)。浸潤度戸。
傘OふO江， 60才，♀ (N.123-'61) 
914 滝沢延次郎
淋巴腺転移あり。 (150X，H. E.染色)
癌巣はやや不規則に配列し，基質の分布もやや不規則となり， したがって癌細胞の配列もやや
不規則となる。しかし基質の線維の走行がなお保たれておる。
写真第 9図。胃癌(硬性単純癌)。浸潤度 T。
村O信， 37才合。 (N.273ー '63)
遠隔臓器転移あり。 (100X，H. E.染色〉
癌巣は著しく不規則l乙配列し，部分的に集合して分布し，基質の幅も不規則で基質の中軸の断
裂によれ線維は不規則網状 lζ分布する。基質の細胞の崩壊保も著明である。また遊走細胞の
浸潤も見られる。
写真第 10図。結腸の乳頭状腺腫。 (400x，H. E.染色〉
山O清0，77才合 (N.162-'61) 
粘液形成の著明な円柱状の腺腫細胞群iζ接して紡錘形の線維細胞(左上部)の増殖があれ実
質細胞にも基質の紡錘形細胞にも退行性変化が認められない。
写真第 11図。胃癌。浸潤度 α。
安O義0，58才合(二外 169-'50)
転移なし。 (750X，H. E.染色)
癌巣(右上部) ，乙接して基質の線維芽細胞の崩壊像があり，基質の中軸(中央部)の線維芽細
胞はよく保たれておる。
写真第 12図。胃癌。浸潤度 P。
清O知0，68才合(二外 36-'51)
淋巴腺転移あり。 (450X，マロリー染色)
癌巣(右上) IL接する組織隙中に基質の線維芽細胞の崩壊像あり，基質の中軸の線維芽細胞束
(左下半〉はなお束状に保たれておる。
写真第 13図。胃癌(写真第 12図と同じ例)
浸潤度 so(450x，H. E.染色)
基質の血管周囲の線維芽細胞に崩壊像あれ周囲にはそれに基づく修復性炎症性細胞浸潤あ
り。
写真第 14図。胃癌。浸潤度 y。
高O隆0，47才合 (N.44-'61) 
遠隔臓器転移あり (450X，H. E.染色)
癌実質と基質中軸の毛細血管(左下部)との聞の基質の線維細胞の変性，崩壊が著明，また癌
実質問の基質の崩壊(右中部〉による癌実質の融合も見られる。癌細胞には空胞形成が著明で
ある。
写真第 15図。胃癌(第 14図と同じ例) 
(400x，H. E.染色)
癌実質の増殖(右下端) ，とより基質全層の崩壊と毛細血管(中央〉の壁の外膜細胞，内皮細胞
の崩壊が目立ち，周囲には遊走細胞の浸潤が著明である。
写真第 16図。子宮頚部組織。対照 (C-17) 
ddN系マウス (400x，H. E.染色〉
扇平上皮組織に接して紡錘形線維細胞が配列し，変性像を見ない。
915 病理学から見た癌腫の恵性庶について
写真第 17図。子宮頚部組織。対照 (C-17)
(第 16図と同じ例)(lOOOx) 
3H Thymidine による Autoradiogram.
扇平上皮細胞(上右)とそれに接する間質の紡錘形細胞(中央) にはいずれも isotope によ
る銀粒子の沈着が著明である。
写真第 18図。子宮頚癌(扇平上皮癌)。浸潤度戸。 
ddN系マウスのメチルコラントレン蜜蝋糸挿入による子宮癌発生実験 21週目。
淋巴腺転移あり。 (N.3-7ー 1，100X，H. E.染色〉
癌実質はやや不規則l乙配列し，基質の束状構造はなおたもたれておる。血管(右端)周囲は組
霧化し，変性像がある。基質には遊走細胞の浸潤がある。
写真第四図。子宮頚癌(第 18図と同じ例)(lOOOX) 
3H_Thymidine による Autoradiogram.
癌実質細胞(上右〉群と基質中軸に散在する紡錘形細胞(下左〉には radioisotope による銀
粒子が著明に陽性であるが癌細胞に接する萎縮した紡錘形細胞(中央)には銀粒子の沈着を見
なし、。
写真第 20図。子宮頚癌(扇平上皮癌)。浸潤度 α。
平OタO子， 52才♀(婦 53-'65)
転移なし。 (40X，H. E.染色)
癌実質の大さがほぼ一定し，基質の幅もほぼ一定し，その紡錘形細胞の束状配列もよく保たれ
ておる。
写真第 21国。子宮頚癌(第 20図と同じ例) 
(400X，H. E.染色)
癌細胞〈右下半)に接する基質細胞(中央〉には変性，核の消失を見るが基質中軸の紡錘形細胞
(中央左)には変性が乏しい。
写真第 22図。子宮頚癌(第 20園と同じ例) 
400x (鍍銀染色)
癌実質(右半) Iζ接する基質の紡錘形細胞(中央〉の崩壊とその噌銀線維の崩壊疎懸化が著明，
基質中軸の紡錘形細胞とその噌銀線維(左半)はよく保たれておる。
写真第 23図。子宮頚癌(第 20図と同じ例〉 
1000x (川村・矢崎氏指肪染色〉
癌実質細胞群(左半)に接する基質の紡錘形細胞(右半)にはその原形質内に脂肪滴(黒色斑
点状)が存しかっその核に変性像(核膜過染色症)も見られる，基質中軸の紡錘形細胞群(右
端〉には変性像が乏しい。
写真第 24図。子宮頚癌(第 20図と同じ倒) 
1000x (川村・矢崎氏脂肪染色)
癌実質(右端と中央部)に狭まれた基質の紡錘形細胞に接する細線維に珠数玉状の脂肪沈着
(黒色点状)を見る(右 1/3の部分〉
写真第 25図。子宮頚癌。浸潤度戸。
藤O千0，43才♀(婦 5-'65)
淋巴腺転移あり。 (40x，H. E.染色) 
916 滝沢延次郎
癌実質細胞群は大きいもののほかに小さな不規則に離脱したものが見られ，基質の幅も不規則
で，基質中軸の紡錘形細胞の束状配列はなお保たれておる。
写真第 26図。子宮頚癌。(第 25図と同じ例) 
400X，H. E.染色。
癌実質細胞群(右端) ，ζ接する基質の紡錘形細胞に核崩壊像があると共i乙基質中軸の毛細血管
(左端)の外層の紡錘形細胞に核の変性が著明であるが基質の中間層(中央)の紡錘形細胞は
束状を呈し，変性像が乏しい。基質に円形細胞，白血球などの浸潤が見られる。
写真第 27図。子宮頚癌。(第 25図と同じ例) 
1000x，(川村・矢崎民脂肪染色)
癌実質細胞群(右半) ，乙接する基質の細長い紡錘形細胞(中央左寄り)にはその原形質中に脂
肪滴の沈着(黒染〉が著明である。
写真第 28図。子宮頚癌。浸潤度 r。
菊O弘0，52才♀ (N.84-'64) 
遠隔臓器転移あり。 (40x，H. E.染色)
癌実質細胞群の大さは大，中，小あり，不規則で基質の幅もきわめて不規則で，その紡錘形細
胞の束状配列はほとんど見られずかっ断裂し，癌実質細胞群の融合(右上半部)が見られる。
写真第 29図。子宮頚癌(第 28図と同じ例) 
400x，H.E.染色。
癌実質細胞群(右下と左上)に狭まれた基質は全層にわたり崩壊し，毛細血管(中央)の壁の
内皮細胞にも変性像が認められる。
写真第 30図。子宮頚癌(第 28図と同じ例) 
1000x (JI村・矢崎民指肪染色)
癌実質細胞群(右端と左端) ，乙狭まれた毛細血管(中央)の外膜細胞に大小の脂肪滴の沈着が
著明である。
写真第 31図。肺臓腺癌 (A系マウス-P-52)の電顕像。(パラベンゾキノン吸入実験 527日)
(ウラニウム鉛二重染色， 2300x) 
癌細胞(中央)の原形質の突起が基底膜欠損部から基質(右方)内に不規則に突出し，その原
形質内には小胞のみで organellaが乏しい。
写真第 32図。子宮頚部腺癌の電顕像。
根O八0，42才♀(婦48-'65)
(ウラニウム鉛二重染色， 1600x) 
癌細胞〈右半)の原形質の突起が基底膜欠損部から基質(中央)内に球状に突出し，それに接
する基質の細胞はその核および原形質の電子密度が著しく増し，変性像が著明である。癌細胞
の突起部には organellaが乏しい。プラズマ細胞(中央)の浸潤がある。
写真第 33図。子宮頚部腺癌(写真第 32図と同じ例)の電顕像。
癌細胞群(左半) ，乙接する基質の細長い細胞は原形質の電子密度が著しく増し，かっその一部
に空胞状の脂肪穎粒が見られる，基底膜も不規則l乙変性を呈しておる。 プラズマ細胞(中央
右)の浸潤がある。
写真第 34図。肺臓の腺様異型増殖例
917 病理学から見た癌腫の恵性庶について 
(A系マウス-P-90)の電顕像 

(パラベンゾキノン吸入実験 703日目)

(ウラニウム鉛の二重染色， 2000X) 

異型上皮細胞(中央)の核には著しい凹凸が見られこれに接する基質の細胞の核は電子密度著
しく増加しかっその原形質内に空胞状の脂肪頼粒を多数に認める。
写真第 35図。肺臓の腺様異型増殖
(写真第 34図と同じ例)の電顕像
(ウラニウム鉛二重染色， 2300x) 
異型上皮細胞の原形質(右半)には大小の小胞形成があり， .organellaが乏しい，またこれに
接する基質の細胞は核も原形質も電子密度著しく増加し，変性が著明である。
写真第 36図。肺臓の腺癌例 (A系マウス-P-78)の電顕像
(パラベンゾキノン吸入実験 589日)
(ウラニウム鉛二重染色， 2500X) 
癌細胞(中央)では核の不正形と原形質の小胞形成が著明で，基底膜の不規則な欠損が見られ
る。癌細胞の核の中央部lとは頼粒の少ない原形質の陥入が見られる。
写真第 37図。 A 系マウス肺臓の細気管支
(対照-K700-1) (400X，H. E.染色〉
円柱上皮細胞のー列の配列が見られる
写真第 38図。 A 系マウス肺臓の細気管支
(第 37図と同じ例)
(酸性 Cathepsin様酵素活性反応， 1000x) 
気管支上皮細胞にはその原形質内で管腔表面に近い部分に酸性 Cathepsin 様酵素活性が頼粒
状l乙陽性である。
写真第 39図。 A 系マウス肺臓癌例 (P-52)
(パラベンゾキノン吸入実験 527日)400X，H. E.染色
癌細胞の充実性増殖とその細胞の大小不同が著明で，原形質内に空胞形成がありそれに接する
紡錘形の基質細胞(中央)には核の濃縮像が著明である。
写真第 40図。 A 系マウス肺臓癌例
(第 39図と同じ例)
癌細胞の原形質内には酸性 Cathepsin 様活性が強陽性でことに基質内 l乙突出した原形質内に
も上記の活性が強陽性である。
写真第 41図。下行結腸の異型増殖性ポリープ
(近Oき0，N. 137-'66) 400x，H. E.染色
正常粘液形成性円柱上皮細胞群(下左)ではそれに接する間質の紡錘形細胞には変性像が乏し
く，基底膜も規則性であるが異型増殖性円柱上皮細胞群(右上半)に接する間質には紡錘形細
胞の崩壊と基底膜の不規則な分岐粗霧化像が見られ，遊走細胞の浸潤を伴っておる。 
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